
16 1st 15
11 2nd 12

27 3rd 15

13 4th 13

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 20 1 6 5 3 4 × 10 2 2 0 2

5 DNP 0 0 0 0 0 5 × 11 1 4 0 1

6 DNP 0 0 0 0 0 6 × 16 0 7 2 3

7 DNP 1 0 0 1 0 7 × 9 0 4 1 4

8 DNP 0 0 0 0 0 8 DNP 0 0 0 0 0

9 DNP 0 0 0 0 0 9 DNP 0 0 0 0 0

10 × 0 0 0 0 1 10 DNP 0 0 0 0 0

11 × 18 0 8 2 2 11 DNP 0 0 0 0 0

12 DNP 0 0 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0

13 / 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0

14 × 22 0 11 0 3 14 DNP 0 0 0 0 0

15 × 6 0 3 0 2 15 DNP 0 0 0 0 0

16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0

17 DNP 0 0 0 0 0 17 / 0 0 0 0 0

18 DNP 0 0 0 0 0 18 × 9 0 4 1 0

67 1 28 8 11 55 3 21 4 10

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

得点経過
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67
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55 旭川愛宕

堀口　創平
合計

岩本　亮一

●

東町

(熊本)

西村　侑隼

吉原　隆生

小林　拓海

(北海道)

選　手　氏　名

近藤　竜臣

林　流輝(CAP)

TEAM  B

○

山岸弘邦 （所属）

赤坂　尊

　九州ブロック代表東町と北海道ブロック代表旭川愛宕の一戦。両チームハーフコートマンツーマンDef。立ち上がり旭川愛宕＃１８
＃７＃５の連続得点でスタート。一方東町は＃１１を中心に速い攻めで得点を重ねる。残り２分１６秒、１０対１０で旭川愛宕がタイム
アウト。しかし、東町は厳しいDefから＃４＃１１＃１４の３連続得点で引き離す。旭川愛宕も＃４の３P、＃５の速攻で接戦となり、１６
対１５東町１点リードで１Q終了。２Q開始早々、旭川愛宕＃７のペネトレイトで逆転。東町も＃１４のインサイドで攻めるが攻めきれな
い。その間、旭川愛宕は＃１８のリバウンドシュート、＃６がファールをもらう。ここで東町がタイムアウト。タイムアウト後、旭川愛宕
＃６はフリースローを２本とも決め、２１対１６と５点リード。しかし、ここから東町は＃１４＃１１＃４が得点を重ねていく。旭川愛宕も＃
５＃１８＃６が得点を重ね、２７対２７の同点で２Q終了。
　３Q開始、東町は＃１４の連続シュートで３１対２７と突き放すも、旭川愛宕は＃４の３Pで食いさがる。しかし東町＃１４のピックアン
ドロール、ペネトレイト、インサイドと多彩な攻撃を止められない。旭川愛宕も＃５＃６の１対１中心に攻めるが５４対４２と東町リード
で３Q終了。４Q開始東町＃４＃１１の得点で５８対４２とリードを広げる。しかし旭川愛宕＃６の連続得点で５８対４６。ここで東町タイ
ムアウト。しかし旭川愛宕＃６＃５の連続得点で５８対５０と８点差に詰め寄る。このあと一進一退の攻防が続いたが、６７対５５と食
い下がる旭川愛宕を東町が退けた。

鹿原　拓夢

佐々木　壮汰上薗　雅也

福井県バスケットボール協会

戦　　評

記載者

合計

内尾　聡理

鳴海　聖真

坂田　夏樹

魚住　皇稀

秋山　凜太朗

コーチ

守嶋　一稀

小原　裕汰

清成　太智

石掛　慎太郎

永田　尚一郎

坂本　瑞樹

佐藤　樹

坂本　要

萩生田　弦杜

谷口　雅弥

和田　周大

永原　陸

久保田　悠斗

BOXスコア

TEAM  A 東町 旭川愛宕

選　手　氏　名

脇　真大(CAP)

楠田　真央
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